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数学教育における
教師のメタ認知能力の

育成に関する研究

◎教育最前線

小学校英語活動の
指導者と研究者の育成を



‌

文
部
科
学
省
か
ら
の

支
援
も
受
け

必
修
化
を
見
据
え
て

ス
タ
ー
ト

　
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
で
は
小

学
校
で
外
国
語
活
動
が
必
修
化
す

る
の
に
先
駆
け
、4
年
前
か
ら
「
小

学
校
英
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
立

ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、文
部
科
学
省
の
平
成
21

（
2
0
0
9
）年
度
「
組
織
的
な
大

学
院
教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
、小
学
校
英
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
含
む
「
小
学
校
英
語
活
動
指
導

者
・
研
究
者
の
育
成
事
業
」（
小
学
校

英
語
G
P
）を
申
請
し
た
と
こ
ろ
採

択
さ
れ
、21
年
度
か
ら
3
年
間
、文

部
科
学
省
の
補
助
金
に
よ
る
支
援

を
受
け
て
小
学
校
英
語
G
P
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

授
業
実
践
力
や

教
材
開
発
力
を

育
成
す
る

二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト

　
小
学
校
英
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
小
学
校
英
語
活
動
指
導
者
ユ
ニ
ッ

ト
」
と
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
」の
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
し
て

い
ま
す
。前
者
は
修
士
課
程
の
現
職

教
員
学
生
と
、現
職
教
員
以
外
で
は

小
学
校
教
員
免
許
状
を
所
持
す
る
学

生
が
対
象
。後
者
は
修
士
課
程
の
現

職
教
員
学
生
、現
職
教
員
以
外
で
は

小
学
校
、中
学
校
1
種（
英
語
）、高
校

1
種（
英
語
）の
い
ず
れ
か
の
教
員
免

許
状
を
所
持
す
る
学
生
が
対
象
で
す
。

　
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
指
導
者
ユ

ニ
ッ
ト
は
次
の
三
つ
の
能
力
の
育
成

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
授
業
実
践
力
】英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ
を
基
軸
に
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素

地
」を
育
成
す
る
授
業
実
践
が
で
き
、

か
つ
授
業
を
分
析
で
き
る
能
力

【
教
材
開
発
力
】文
部
科
学
省
が
作
成

し
た「
英
語
ノ
ー
ト
」の
活
用
も
含
め
、

児
童
や
学
校
の
実
態
に
適
合
し
た
教

材
を
開
発
す
る
能
力

【
英
語
運
用
力
】英
語
を
「
聞
く
・
話

す
」が
で
き
る
基
礎
的
な
技
能
を
基

に
、授
業
で
英
語
を
運
用
す
る
能
力

　
今
年
度
か
ら
開
始
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
、学
校
内
で
の

研
究
推
進
担
当
教
員
、指
導
主
事
や

教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
養
成
し
、ま
た
博
士

課
程
に
進
学
で
き
る
資
質・能
力
を
育

み
ま
す
。具
体
的
に
は【
授
業
実
践
力
】

【
教
材
開
発
力
】【
英
語
運
用
力
】に

小学校英語活動の
指導者と研究者の育成を

教育最前線

今年度から小学校で外国語活動がスタートしました。
兵庫教育大学大学院修士課程では平成22（2010）年4月から

「小学校英語活動プログラム」を実施し、
外国語活動に関する授業実践力や研究能力を育んでいます。

↘

↖

小学校英語コミュニケーション教育研究
開発プログラム運営室長

山
やま

岡
おか

俊
とし

比
ひ

古
こ
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加
え
、次
の
よ
う
な【
研
究
構
想・開
発

力
】の
育
成
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

①�

小
学
校
外
国
語
活
動
を
幅
広
く

支
え
る
児
童
生
徒
の
発
達
理
論
や

身
体
論
、芸
術
に
お
け
る
表
現
論

な
ど
関
連
す
る
諸
分
野
に
お
け
る

知
識・技
能

②�

教
員
同
士
が
協
働
し
て
外
国
語

活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
の

研
究
開
発
に
取
り
組
む
研
究
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
力
、教
育
委
員
会
や

民
間
企
業
等
と
の
協
働
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
材
、教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
で
き
る
企
画
力

↙

プログラムが目指す
資質能力

授業実践力

教材開発力

英語運用力

研究構想・開発力

プログラム評価

担当教員の教育研究

海外教育体験実習

国内連携協力校での実習

成果発表、国際シンポジウム

修了認定評価基準達成による修了認定

公開セミナー（授業実践研究、教材開発セミナーなど）

「言語カリキュラムと教材開発の専門家養成コース」視察などを含む海外調査・協議

小学校英語教育カリキュラム・スタン
ダードの作成

プログラム修了認定評価基準の作成

小中連携カリキュラム研究／プログラ
ム開発 カリキュラム評価プログラムの改善

小学校英語活動プログラムの履修プロセス

小学校英語活動
指導者ユニット

英語
コミュニケーション

教育研究
コーディネーター

ユニット

●�修了認定基準による
達成度評価

●学生による授業評価
●�担当教員のFD授業
改善

●�外部機関によるプロ
グラム評価
●�TOEFL等の検定結
果の参照

平成23（2011）年度の
両ユニットの受講生の内訳
指導者ユニット▶2年生=8人（言語系コース〈英語〉4人、教育

コミュニケーションコース、臨床心理学コース、心身障害コース、

自然系コース〈理科〉各1人）▶1年生=6人（学校心理・発達健

康教育コース、認識形成系教育コース〈数学〉各2人、教育コミ

ュニケーションコース、文化表現系教育コース〈国語〉各1人）

コーディネーターユニット▶1年生=7人（文化表現系教育コー

ス〈英語〉3人、教育コミュニケーションコース、臨床心理学コー

ス、障害科学コース、文化表現系教育コース〈美術〉各1人）

小学校英語GPの概念図

インターンシップ

Kyoiku-Shigosen03



教育最前線

小
学
校
英
語
G
P
の

3
年
間
の
成
果
を
検
証

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
授
業
実
践
力
を
育
成

受
講
生
の
目
標
到
達
度
を
明
ら
か
に

　
小
学
校
英
語
活
動
指
導
者

ユ
ニ
ッ
ト
と
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
授
業
科

目
に「
小
学
校
英
語
活
動
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を

設
定
。受
講
生
は
小
学
校
現
場

で
外
国
語
活
動
を
指
導
し
、そ

れ
を
振
り
返
り
、さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
で

授
業
実
践
力
を
磨
き
ま
し
た
。

　
両
ユ
ニ
ッ
ト
の
修
了
認
定
証

に
は
外
部
テ
ス
ト
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
の
自
己
評
価
、e
-

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
評
定
と
記

述
的
評
価
を
付
記
す
る
予
定
で

す
。こ
れ
に
よ
り
受
講
生
は
自

分
の
目
標
達
成
レ
ベ
ル
が
分
か

り
、今
後
の
課
題
を
明
確
に
設

定
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

前 任校を含め、これまで約10年間、小学校

外国語活動に取り組んできました。外国

人講師と共に授業を進めていく中で、ゲームや

歌などが中心になりがちな活動をより充実したも

のに変えていきたいと思うようになりました。それが

「小学校英語活動プログラム」を受講した一番

の理由です。

　1年間にわたって講義を受け、演習に取り組

む中で、「母語と外国語について学習者がどの

ように学んでいくか」「子どもたちの知的好奇心

をより一層刺激する外国語活動はどのようにあ

るべきか」など多くのことを学びました。今後は学

んだことを生かしながらユニットの先生方にご指

導いただき、「いつでも」「どこでも」「誰とでも」で

きるような外国語活動を目指し、授業構想を練り

上げていきたいと思います。

を感じます。米国の学会「ACTFL」での研究調査

や、ウィスコンシン州での教育実習など、海外体験

の機会も多く、そこでの文化や言葉に対する新しい

発見や学びは、今後の外国語活動の授業に生か

すことができると思います。

　ストレートマスターの私は、学校現場に出る前に

外国語活動を専門的に学ぶことで、小学校で英語

を教えることへの抵抗感を軽減したいと思って受講

しました。さまざまな考えを持った受講生の存在や、

設備等が充実した環境のおかげで思う存分に学べ

ています。

小学校英語活動　プログラム受講生の声

↘

小学校英語活動指導者ユニット

大学院修士課程
認識形成系教育コース

［自然系教育分野（数字）］1年

伊
だ

達
て

 肇
はじめ

さん
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外
部
評
価
委
員
会
か
ら
好
評
価
を
得
る

多
く
の
関
心
を
集
め
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

G
P
終
了
後
の
展
望

　
G
P
の
運
営
方
法
と
運
営
状

況
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
第
三

者
機
関
と
し
て
外
部
評
価
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
に※

4
回
の
評
価
を
受
け
、

い
ず
れ
も
好
意
的
な
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

※
平
成
24（
2
0
1
2
）年
1
月
末
現
在

　
昨
年
10
月
に
英
国
、米
国
、韓

国
の
初
等
外
国
語
教
育
の
専
門

家
と
、文
部
科
学
省
の
直
山
木

綿
子
教
科
調
査
官
を
招
い
て
ニ

チ
イ
学
館
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。予
想

を
超
え
る
教
育
関
係
者
ら
が
集

ま
り
ま
し
た
。閉
会
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
評
価
の
高
い

回
答
を
得
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
文
部
科
学
省
の

G
P
が
終
了
し
ま
す
が
、小
学

校
外
国
語
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、小
学
校
英

語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
ま
す
。来
年
度
以
降
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
、

よ
り
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

現 任校で外国語活動のプランづくりに携わり、

実際に授業も行っていたので、小学校英語

活動プログラムには迷わず参加を希望しました。前

期に受講した「小学校英語活動教材研究」では、英

語活動の授業映像を見ての意見交換、絵本を使っ

た教材作成、グループでの指導案作成、模擬授業な

ど、さまざまな実践と理論を踏まえながら体験的に学

ぶことができました。また、中学校の英語教員や英語

を専門とする受講生も多くいて、自分とは異なる立場

からの意見を聞けたことは大きな収穫となりました。

　私は英語教員の免許状を持っていませんが、言語

学や英語教育についての専門的な授業を受講でき

て、大変勉強になっています。大学院では他コース

の院生と知り合う機会は多くありませんが、プログラ

ムというコミュニティーを通して、いろいろなコースの

院生と知り合い、英語活動はもちろん、互いの研究

について交流することができて大変心強いです。

小 学校英語活動プログラム受講生専用のラ

ボにはパソコンと外国語活動の教材がそろ

っています。その部屋で、日々、さまざまなコースの人

たちと議論できることがプログラムの良さだと思いま

す。学会発表用のプレゼンテーションをチェックし合

ったり、e-ポートフォリオのブログで学び合ったりと絆

小学校英語活動　プログラム受講生の声

↗

英語コミュニケーション教育研究
コーディネーターユニット

大学院修士課程
教育コミュニケーションコース1年

藤
ふじ

原
わら

由
ゆ

香
か

里
り

さん

英語コミュニケーション教育研究
コーディネーターユニット

大学院修士課程
文化表現系教育コース

［言語系教育分野（英語）］1年

坂
さか

詰
づめ

由
ゆ

美
み

さん
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研究レポート
research study report

こ
の
先
生
み
た
い
な
授
業
が

し
た
い
！
」。
そ
う
思
え
る

教
師
に
出
会
え
る
こ
と
は
、
教
職

を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
教
師
の
発
問
や
指
導
方
法
を

模
倣
す
る
だ
け
で
は
、
目
指
す
よ

う
な
授
業
が
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
。
で
は
何
を
学

ぶ
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

一
つ
は
、
教
師
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
発
問

を
行
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

教
師
が
授
業
を
行
う
際
、
自
ら

の
行
動
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、

知
識
や
技
能
を
適
切
に
用
い
る
力

を
「
教
師
の
メ
タ
認
知
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
研
究
で
は
、
算
数
・

数
学
科
の
授
業
に
お
け
る
教
師
の

メ
タ
認
知
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

メ
タ
認
知
を
育
成
す
る
方
法
を
探

究
し
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
認
知
と
は
、
自
分
の
行
動

や
思
考
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
人
前
で
話
を
す
る
と

き
、
ど
う
す
れ
ば
よ
く
伝
え
ら
れ

る
か
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
図
を

か
い
た
方
が
い
い
か
な
ど
と
考
え

る
こ
と
も
メ
タ

認
知
で
す
。
一

方
、
算
数
の
学

習
場
面
で
は
、

文
章
題
を
解
く

と
き
に
式
や
図

が
か
け
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
文
章
題
を

解
決
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能

が
不
足
し
て
い

る
こ
と
も
影
響

し
ま
す
が
、
い

つ
、
ど
の
よ
う

な
式
や
図
を
か

く
の
か
と
い
っ

た
知
識
な
ど
が

足
り
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
今
、

自
分
は
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
」

「
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
図
を
か
く

と
良
い
の
か
」を
察
知
す
る
力
も

メ
タ
認
知
で
す
。

　

私
は
、
教
師
の
メ
タ
認
知
を
育

て
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
第
一
は
、
メ
タ

認
知
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
表

現
す
る
方
法
の
研
究
で
す
。
メ
タ

認
知
は
授
業
を
観
察
す
る
だ
け
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
授

業
前
に
教
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
そ
の
授
業
に
関
連
す
る
知

識
な
ど
を
調
べ
て
お
き
ま
す
。
続

い
て
授
業
を
ビ
デ
オ
に
記
録
し
、

そ
の
後
、
教
師
と
と
も
に
映
像
で

振
り
返
り
な
が
ら
、
何
を
考
え
な

が
ら
授
業
を
行
っ
た
の
か
な
ど
を

聞
き
ま
す
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
テ
ロ
ッ
プ
で
入
れ
る
こ
と
で
、

メ
タ
認
知
を
解
説
す
る
授
業
ビ
デ

オ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

第
二
は
、
目
に
見
え
る
か
た

ち
に
な
っ
た
教
師
の
メ
タ
認
知

に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
が
学
習

す
る
方
法
の
研
究
で
す
。
例
え

ば
学
生
や
教
師
ら
が
、
教
師
の

メ
タ
認
知
が
追
記
さ
れ
た
授
業

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
議
論
す
る

こ
と
で
、
単
に
「
知
っ
て
い
る
だ

け
の
指
導
方
法
」で
は
な
く
、「
ど

ん
な
と
き
に
ど
う
使
う
か
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
指
導
方
法
」

を
学
べ
ま
す
。

　

教
師
に
と
っ
て
授
業
づ
く
り
の

セ
ン
ス
は
大
切
で
す
。
メ
タ
認
知

を
育
て
る
こ
と
は
、
授
業
づ
く
り

の
セ
ン
ス
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

このページでは日本学術振興会の科学研究費
補助金（平成23年度から科学研究費助成事
業に改称）を受けた研究を紹介します。科学研
究費補助金とは、すべての分野の「学術研究」
を格段に発展させることを目的に、独創的・先駆
的な研究に対して助成を行うものです。基盤研
究、挑戦的萌芽研究、若手研究などに分かれて
おり、若手研究は、若手研究者が1人で行う研
究が対象。研究期間は2〜4年です。

「

小学校教員養成特別コース
准教授

加
か

藤
とう

久
ひさ

恵
え

（
平
成
21
～
23
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
に
採
択
）

数
学
教
育
に
お
け
る

教
師
の
メ
タ
認
知
能
力
の
育
成
に
関
す
る
研
究

教師のメタ認知を目に見えるかたちにするには

事前インタビュー

❶授業の計画を説明してください
❷クラスや子どもの特徴は
❸これからする授業に関わる学習内容とは
❹授業の主な目標は
❺その目標を達成するために、どのような計画や手続きを用いるのですか
❻授業中はどのようなことで悩みますか

刺激再生インタビュー（授業ビデオを見ながら行う）

❼�次に何をするかを特に意思決定した場面でビデオを止めて、 「ここで
は何をしているのか」 「そのとき何を考えていたのか」を答えてください

事後インタビュー（刺激再生インタビューから引き続き行う）

❽授業は予想通り運びましたか
❾この授業を再び行うなら、どのあたりを変更しますか

教師のメタ認知が 
追記された

授業ビデオを作成

事前インタビュー

事後インタビュー

刺激再生インタビュー
（教師と共に授業ビデオを見ながら行う）

授業観察・記録
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ZOOM
IN

Q&A
教
養
論
の
研
究
の
ベ
ー
ス
に
さ

れ
て
い
る
ガ
ダ
マ
ー
と
い
う
人

物
と
は
。

20
世
紀
を
代
表
す
る
ド
イ
ツ
の

哲
学
者
で
、「
理
解
す
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
」を
哲
学
的
に

探
究
し
ま
し
た
。彼
が
登
場
す
る
以
前
は
、

例
え
ば
、本
を
読
む
時
は
自
分
の
先
入
観

を
抑
え
て
、ま
ず
は
著
者
の
意
図
や
本
が

書
か
れ
た
時
代
背
景
を
理
解
す
べ
き
と
い

う
考
え
方
で
し
た
。ガ
ダ
マ
ー
は
そ
れ
に
対

し
、現
代
人
の
先
入
観
こ
そ
が
過
去
に
書

か
れ
た
書
物
を
理
解
す
る
た
め
の
出
発

点
で
あ
る
と
唱
え
た
の
で
す
。読
書
を
通

し
て
過
去
と
現
在
の
間
で
対
話
を
繰
り

返
し
て
い
く
こ
と
が
人
間
形
成
に
つ
な
が

る
と
主
張
し
ま
し
た
。

ガ
ダ
マ
ー
が
唱
え
た
解
釈
学

と
教
養
論
に
通
じ
る
も
の
は
。

異
文
化
に
触
れ
た
り
、本
や
芸

術
に
親
し
ん
だ
り
し
て
自
分
の

先
入
観
を
書
き
換
え
て
い
く
こ

と
で
教
養
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。ガ
ダ

マ
ー
の
研
究
を
通
し
て
学
ん
だ
の
は
、豊

か
な
人
間
に
な
る
た
め
に
は
常
に
自
分

自
身
の
生
き
方
を
問
う
姿
勢
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
い
う
姿
勢
は
教
員
を
目

指
す
学
生
に
も
必
要
で
は
。

は
い
。教
員
に
求
め
ら
れ
る
条
件

は
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。将
来
、教
職
に
就
い
た
時
、

自
分
の
考
え
を
絶
対
視
せ
ず
、子
ど
も
や

同
僚
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、常
に
学
び
続

け
る
教
員
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

先生に質
問！

広島護国神社の交通安全の
お守り。妻の実家に帰省した
3年前の正月、義父に買っても
らったもの。その神社には毎
年初詣に出掛けているそうだ
が、お守りはかばんに入れっぱ
なし。「本当は神社にお返しし
て新しいのを買うのでしょうけ
ど…。まあ、無事故無違反が
続いているのでいいでしょう」

かばんにいつも
入っているモノ

子どものころから昆虫が大好き。故郷、
北海道にはカマキリが生息していない
そうで、高校の修学旅行で訪れた京
都で初めて見つけ、捕まえた。「めちゃ
めちゃ興奮しましたね。なんたって図鑑
でしか知らなかったカマキリと目と目が
合ったのですから」

初対面のカマキリに大興奮

紫ネクタイはリスペクトの証し

普段聴く音楽はクラシックが中心。と
りわけ、バッハの「無伴奏チェロ組曲」
が大のお気に入り。最近、2歳になる

娘が「チェロ」と
言い始めたとか。

「クラシックに
興味を持ってく
れないかなあ」
と目尻を下げる。

娘へのひそかな期待

尊敬する人物はハーバード大学のマイ
ケル・サンデル教授。学生に質問を投
げ掛けて議論を引き出し、自身の理論
を展開する＂対話型の授業＂の第一
人者だ。「サンデルさんは政治哲学が
専門で、私の専門の教育哲学と通じる
部分があります。彼のような授業ができ
るようになりたいです」。同教授は紫の
ネクタイを愛用しているそうで、それにあ
やかり神戸の百貨店で購入した。

広島大学の室内合奏団でチェロを始
めた。昨年12月、兵教大のオーケスト
ラ部から声が掛かり、マイチェロを携え

て定期演奏会に出
演。「十数年ぶりに本
格的に弾きました。最
高に気持ちよかった
です！」と次のお誘い
を心待ちにしている。

久々の演奏会で活躍

QQQ AAA

教育コミュニケーションコース
大
おお

関
ぜき

達
たつ

也
や

 准教授
札幌市出身。広島大学教育学部から広島大学
大学院博士課程、同大学院助手を経て、平成17

（2005）年に兵庫教育大学大学院講師に就任。
23（2011）年から現職。専門は教育哲学で、ドイ
ツの哲学者ガダマーの研究から「対話としての教
養」論の精緻化を目指している。「教育コミュニケ
ーション論」「教えと学びの哲学」など4科目を担当。

こ の 先 生 に ズ ー ム イ ン
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なでしこジャパンの活躍から
教頭職のヒントを得ました

小
学
校
教
員
に
な
っ
て
四
半

世
紀
。
今
年
度
か
ら
教
頭

職
を
拝
命
し
、
仕
事
の
内
容
は

“
学
級
経
営
”か
ら“
学
校
経
営
”

へ
と
一
変
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
仕
事
に
多
く
の
ジ

レ
ン
マ
を
感
じ
な
が
ら
、
1
学

期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
昨

年
7
月
18
日
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し

ま
し
た
。
そ
の
数
週
間
前
、
佐
々

木
則
夫
監
督
の
著
書
「
な
で
し
こ

力　

さ
あ
、
一
緒
に
世
界
一
に
な

ろ
う
！
」
を
読
ん
で
い
た
だ
け
に

感
激
も
ひ
と
し
お
。
再
度
熟
読
す

る
と
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
学
校
組

織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
共
通
点

が
多
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
チ
ー
ム
を
大
局
的
に
見

る
の
と
同
時
に
、
横
か
ら
の
目
線

で
各
選
手
を
見
る
こ
と
も
必
要
と

い
う
の
は
、
教
職
員
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍
は
、

教
頭
職
と
し
て
の
知
見
を
深
め
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
日
、
学
校

長
か
ら
う
れ
し
い
一
言
を
頂
き
ま

し
た
。
「
教
頭
先
生
、
自
分
ら
し

さ
が
出
て
き
ま
し
た
ね
」
と
。

姫路市立香呂南小学校教頭
金
かな

澤
ざわ

浩
ひろ

良
よし

さん

姫路市出身。昭和57（1982）年、学校教育学部自然系コー
スの1期生として入学。卒業後は姫路市立小学校の教員に。
平成23（2011）年度から香呂南小学校の教頭に就き、慣れ
ない仕事に奮闘中。

扌
週
3
時
間
の
1
年
生
と
の
体
育
の
学
習
が
楽
し
み
で
す

日頃から子どもの成長に対し
探究心を持つことが大切です

大
学
院
で
は
井
澤
信
三
准
教

授
の
研
究
室
で
、
応
用

行
動
分
析
学
を
基
に
し
た
支
援

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
な
ぜ
問

題
行
動
を
起
こ
す
の
か
、
ど
の

よ
う
な
方
法
を
用
い
れ
ば
適
切

な
行
動
が
増
え
る
か
と
い
っ
た

こ
と
を
実
際
の
ケ
ー
ス
や
研
究

論
文
な
ど
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

過
日
、
あ
る
生
徒
と
の
3
年

間
の
授
業
を
検
討
し
た
内
容
の

論
文
で
、
第
20
回
日
本
L
D
学

会
実
践
奨
励
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
論
文
は
大
学
院
に
入
る
前

か
ら
ま
と
め
て
い
た
も
の
で
す
。

確
か
に
、
大
学
院
で
は
多
く
の

研
究
論
文
が
手
に
入
り
、
先
行

の
研
究
と
も
比
較
で
き
た
こ
と

で
内
容
に
深
み
が
出
ま
し
た
が
、

学
校
現
場
に
い
て
も
論
文
を
書

く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
日
頃
の

実
践
か
ら
、
子
ど
も
と
の
関
わ

り
の
中
で
成
長
が
見
ら
れ
た
と

き
、
一
体
何
が
そ
れ
に
関
与
し

た
の
か
と
科
学
的
に
分
析
す
る

姿
勢
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
人

に
貢
献
で
き
る
教
育
者
を
目
指

し
て
、
研
さ
ん
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

福井県立嶺南西養護学校教諭
岡
おか

本
もと

邦
くに

広
ひろ

さん

福井県出身。平成8（1996）年、信州大学理学部を卒
業し、福井県公立中学校の教員に。平成23（2011）年、
大学院修士課程心身障害コースを修了し、今年度は福
井県立嶺南西養護学校に勤務している。

扌
昨
秋
の
体
育
大
会
で
は
選
抜
対
抗
リ
レ
ー
に
出
場
し
ま
し
た

同窓生からの手紙letters from ob

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ
大学教員と大学院同窓会員との共同研究の申請
大学院修了生が大学教員と共同で取り組む研究の中から、特に学校現場の
課題解決や大学の実践的な教育研究の進展に役立つものを選び、研究経
費の一部を補助します。
◎申請締め切り　4月30日㊊㊡まで

教育実践研究活動等に係る表彰者の推薦
大学院同窓会では教育実践活動に顕著な成果を挙げ、大学や同窓会の名誉を高めた修
了生を表彰しています。今年度も表彰にふさわしい修了生の推薦を受け付けています。今
年7月の同窓会兵庫大会で表彰式を行い、学長・同窓会長連名の表彰状を授与します。
◎推薦締め切り　3月30日㊎まで

問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

応募方法など詳細はHyokyo-netをご覧ください
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前
芝
武
史
准
教
授
の
ゼ
ミ

生
で
あ
る
二
人
は
、
昨

年
の
日
展
第
3
科（
彫
刻
）で
そ

ろ
っ
て
初
の
入
選
を
果
た
し
た
。

山
本
将
之
さ
ん
の
作
品「
雌
伏

の
時
」
は
、
両
膝
を
地
面
に
つ

け
、
顔
を
少
し
上
げ
た
男
性
が

機
を
う
か
が
っ
て
い
る
様
子
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。「
自
分
で
い

ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ
を
試
す
中
で
、

造
形
的
に
気
に
入
っ
た
も
の
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
」

　

石
井
沙
知
さ
ん
は
、
そ
の
時

々
の
自
分
の
思
い
を
人
の
形
を

借
り
て
表
そ
う
と
し
て
い
た
が
、

最
近
は
人
の
形
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
、
組
み
立
て
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

と
い
う
。
膝
を
立
て
て
座
る
女

性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
入
選
作

「c
o
n
tra

s
t

」
は
そ
の
試
み
の

一
つ
で
あ
る
。

　

同
じ
ゼ
ミ
生
で
も
制
作
の
ス

タ
イ
ル
は
対
照
的
だ
。
学
部
生

時
代
に
前
芝
准
教
授
が
ク
ラ
ス

担
任
と
な
っ
た
こ
と
が
縁
で
彫

刻
を
始
め
た
山
本
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
美
術
展
に
出
品
。
昨

年
は
日
展
を
含
む
全
国
展
な
ど

で
の
入
選
、
受
賞
は
8
回
を
数

え
た
。
一
方
、
石
井
さ
ん
は
作

り
掛
け
て
は
や
り
直
し
て
と
、

じ
っ
く
り
時
間
を
掛
け
る
タ
イ

プ
。
作
品
数
は
少
な
い
も
の
の

日
彫
展
で
実
績
を
積
ん
で
き
た
。

　
「
僕
は
一
つ
の
作
品
が
終
わ

り
か
け
る
と
、
次
作
の
構
想
が

膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
以
上
手
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
判
断
し
て
も
、
先

生
に
は
詰
め
が
甘
い
と
指
摘
さ

れ
ま
す
」と
山
本
さ
ん
が
言
え
ば
、

石
井
さ
ん
は「
私
は
少
し
で
も
納

得
で
き
る
も
の
を
追
求
し
て
し

ま
う
の
で
、
考
え
た
り
迷
っ
た

り
す
る
こ
と
に
時
間
を
取
ら
れ

が
ち
な
ん
で
す
」
と
苦
笑
す
る
。

　

二
人
と
も
前
芝
准
教
授
か
ら

言
わ
れ
た「
制
作
を
続
け
る
こ
と

が
大
事
」
と
い
う
言
葉
を
肝
に

銘
じ
て
い
る
。「
入
選
は
う
れ
し

か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
に
慢
心
す

る
こ
と
な
く
ま
だ
ま
だ
勉
強
し

な
く
て
は
と
い
う
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
」
と
石
井
さ
ん
。
今

春
か
ら
筑
波
大
学
大
学
院
の
前

期
博
士
課
程
に
進
む
山
本
さ
ん

は「
初
め
て
先
生
の
作
品
を
見
て

感
動
し
た
よ
う
に
、
見
た
人
に

何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
作
品

を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
意
気

込
む
。

　

前
芝
准
教
授
は
今
回
の
日
展

で
も
特
選
を
受
賞
す
る
な
ど
、

二
人
の
前
を
走
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
成
長
を
続
け
る
彼
ら
の

視
界
に
は
恩
師
の
背
中
が
し
っ

か
り
と
見
え
て
い
る
は
ず
だ
。

大学院修士課程
芸術系コース2年

大学院修士課程
文化表現系教育コース

［芸術系教育分野（美術）］1年

山
やま

本
もと

将
まさ

之
ゆき

さん石
いし

井
い

沙
さ

知
ち

さん

「雌伏の時」 2011年
幅55×奥行き70×高さ96（cm）
FRP

「contrast」 2011年
幅75×奥行き95×高さ180（cm）
FRP

岡山県出身。平成１８（２０ 
０６）年、学校教育学部芸
術系コース（美術）入学。２２

（２０１０）年、大学院に進学。
昨年、日展第３科（彫刻）で入
選する。今春から筑波大学の
前期博士課程に進む予定。

大阪市出身。大阪府立港南
造形高校から愛媛大学教育
学部造形芸術コースを経て、
平成23（2011）年、大学院
修士課程に入学。昨年、日
展第3科（彫刻）に入選する。

キラリな人

日展入選を糧に
これからも制作に励み
彫刻や美術に対する
考えを深めていきたい

shiny person

Kyoiku-Shigosen09



就職に
必要なこと

就職への
意識の変化

就職後の
目標

●幼稚園

●小学校

●中学校

●高等学校

●特別支援学校

●教員　●保育士　●公務員･民間　●大学院進学（後期博士課程含む）　●その他

学部

修士課程

専門職学位課程
（教職大学院）

データで見る兵教生hyokyo's data

仕事は人生の時間の多くを注ぎ
込むものです。できれば仕事を通
じて、人生の喜びや価値を感じて
みたいものです。そのような仕事
に就くには、ただ漫然と時を過ご
すのではなく、自覚的な内省や行
動、つまり、主体的に自己のキャリ
アをデザインすることが必要にな
ります。本学は教員養成を目的と
する大学ですので、多くの学生の
皆さんは教職を目指して大学生活
を過ごしていると思いますが、あら
ためて目指す職業を中心に置い
て、自分自身の人生の在り方を思
い描くことが大切ではないでしょう
か。就職支援室と総合教職キャ
リアセンター設置準備室では、皆
さんのキャリアデザインとその実
現のために多様な講座や関連情
報の提供、相談活動などを行って
いますので、ぜひ活用してください。

私は教員採用試験への不安が
大きかったので、就職支援室の
教職講座や模擬面接にできる
限り参加しました。特に教職講
座では基本的な対策から丁寧
に指導してくださいました。一番
良かったことは、試験の対策だけ
でなく、教員になってから直面す
る問題への対応や心掛けにつ
いても学べたことです。単に教
員になることが目標でしたが、受
講してからは自分の目指す、温か
さのある厳しさと優しさを持ち合
わせた教師像に向けて学び続
けることが目標に変わりました。

大学院の3年間でいろいろ
な人たちに出会いました。
大学院の先生方、実習先
の先生方、同期の仲間た
ち。その全てが私にとって
は＂教師＂でした。全ての
人、モノから学び続けること
こそ真の教師のあるべき姿
ではないでしょうか。4カ月
間の実習や学校ボランティ
アで出会った子どもたちか
らもさまざまなことを教わり
ました。彼らが健やかに育
つよう、真の教師を目指し
て頑張っていきたいです。

0 20 40 60 80 100
平成23（2011）年３月卒業・修了者の同年９月末現在（現職者・留学生を除く）

平
成
23（
2
0
1
1
）年
3
月
の
卒
業
生
1
6
6
人
の
就
職

率
は
96
％（
大
学
院
進
学
者
14
人
を
除
く
）を
誇
る
。
教

員
ま
た
は
保
育
士
に
就
い
た
の
は
1
3
3
人
で
、
教
員
・
保
育

士
就
職
率
80
・
1
％
は
全
国
第
1
位
。
教
員
に
限
れ
ば
1
2
4

人
で
、
就
職
率
47
・
7
％
は
第
2
位
で
あ
る
。
教
員
就
職
者
の

約
8
割
が
兵
庫
県
内
の
公
立
学
校
・
園
に
採
用
さ
れ
た
。
専
門

職
学
位
課
程（
教
職
大
学
院
）の
修
了
生
は
現
職
教
員
と
後
期

博
士
課
程
進
学
者
を
除
く
、
39
人
全
員
が
教
職
に
就
い
た
。

　

就
職
支
援
室
で
は
、
学
部
3
年
次
を
対
象
と
し
た
教
職
講
座

や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
教
育
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
に
よ
る
講
話
、
全
学
部
生
対
象
の
一
般
教
養
対
策
講
座
、
教

職
準
備
講
座
な
ど
を
実
施
。
今
後
も
教
職
採
用
の
傾
向
な
ど
を

鑑
み
な
が
ら
、
入
学
時
か
ら
卒
業
後
ま
で
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

学校教育学部学校教育系コース4年
兵庫県公立小学校教員採用試験に合格

鍋
なべ

谷
たに

茉
ま

莉
り

さん

就職支援室長
総合教職キャリアセンター設置準備室長

新
あら

井
い

肇
はじめ

大学院専門職学位課程
小学校教員養成特別コース3年
神戸市立小学校教員採用試験に合格

鎌
かま

田
だ

裕
ゆう

規
き

さん

↓就職・進学等状況 ↓学部 教員就職者の内訳

教
員
と
保
育
士
へ
の
就
職
率
は

全
国
1
位
に
輝
く

兵教生の就職
※
国
立
の
教
員
養
成
大
学
・
学
部（
教
員
養
成
課
程
）等
の
23（
2
0
1
1
）年
3

月
卒
業
者
の
就
職
状
況（
23
年
12
月
27
日
文
部
科
学
省
発
表
）に
基
づ
く

74.7%

40.5%

97.5%

32.6% 20.2%

5.4%

5.6%1.1%

7.8% 8.5% 3.6%

2.5%

8.9%

77.4%

9.7%

2.4%
1.6%
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MUSIC

BOOK

MOVIE

SPOT

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。

みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。

リアルに描いた青春だからこそ
胸を打つものがあります

特大のナンにびっくり
ランチはボリューム満点です

野球観戦でイメージが一転
今では大好きなバンドです

野
球
の
名
門
校
、
京
浜
高
校

の
補
欠
部
員
の
雅
人
と
ノ

ブ
は
甲
子
園
出
場
を
夢
見
て
い
た
。

親
友
同
士
の
2
人
は
猛
練
習
に
励

む
が
、
上
級
生
が
引
退
し
て
も
彼

ら
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
は
回
っ
て

こ
な
い
。
あ
る
日
、
雅
人
は
監
督

に
何
と
か
認
め
て
も
ら
お
う
と
寮

長
に
立
候
補
す
る
が
…
。

　

こ
の
作
品
は
補
欠
が
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
獲
得
す
る
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
入

り
す
ら
分
か
ら
な
い
人
間
に
よ
る

泥
ま
み
れ
の
青
春
を
リ
ア
ル
に
描

い
た
も
の
で
す
。
彼
ら
な
り
の
や

り
方
で
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
姿
に
感
動
し
ま
す
。

兵
教
大
か
ら
車
で
30
分
程
の

所
に
あ
る
イ
ン
ド
料
理
店

で
す
。
一
番
の
魅
力
は
大
き
な

ナ
ン
。
初
め
て
見
た
時
は
「
食
べ

切
れ
る
の
か
!?
」と
驚
き
ま
し
た
。

ナ
ン
は
数
種
類
あ
り
、
ど
れ
も
カ

レ
ー
に
合
っ
て
お
い
し
い
で
す
。

平
日
の
ラ
ン
チ
な
ら
1
0
0
0
円

も
か
か
ら
ず
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
食
後
に
は
消
化
を
促

進
さ
せ
る
香
辛
料
の
サ
ー
ビ
ス
も
。

　

イ
ン
ド
の
テ
イ
ス
ト
が
散
り
ば

め
ら
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
は
雰
囲
気

が
良
く
、
友
達
や
カ
ッ
プ
ル
で
ぜ

ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

友
達
の
車
で
初
め
て
ス
ピ
ッ

ツ
の
曲
を
耳
に
し
た
時
は

「
普
通
だ
な
」
と
い
う
印
象
で
し

た
。
し
か
し
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
で
オ
リ
ッ
ク
ス
の
北
川
選
手
が

登
場
す
る
時
に
流
れ
た
「
幻
の
ド

ラ
ゴ
ン
」を
聴
い
た
瞬
間
、
軽
快

な
ギ
タ
ー
と
ド
ラ
ム
の
音
色
に
魅

了
さ
れ
、
一
気
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
一
昨
年
に
発
売
さ
れ
た
彼

ら
の
13
枚
目
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル

バ
ム「
と
げ
ま
る
」は
、
そ
の
「
幻

の
ド
ラ
ゴ
ン
」
を
は
じ
め
、「
シ

ロ
ク
マ
」「
恋
す
る
凡
人
」「
新
月
」

な
ど
名
曲
ぞ
ろ
い
で
す
。
い
つ
、

ど
こ
で
聴
い
て
も
心
を
癒
や
し
て

く
れ
ま
す
。

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
W
杯

優
勝
を
報
じ
る
新
聞
記
事

の
中
に
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
と
い

う
言
葉
を
見
つ
け
た
の
が
、
本
書

に
出
合
っ
た
き
っ
か
け
。
携
帯
電

話
に
代
表
さ
れ
る
独
自
進
化
し
過

ぎ
て
海
外
で
は
通
用
し
な
い
日
本

製
品
、
お
と
な
し
い
日
本
人
、
孤

立
す
る
日
本
と
い
う
国
の
三
つ
を
、

生
態
系
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
諸
島
に
な
ぞ
ら
え
て
「
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
化
現
象
」
と
し
、
イ
グ

ア
ナ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
や
形
式

知
化
な
ど
の
策
を
通
し
て
脱
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
化
を
論
じ
て
い
ま
す
。

　

主
題
を
明
確
に
し
た
簡
潔
な
文

章
、
的
確
な
図
表
は
卒
論
・
修
論
の

参
考
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

「ひゃくはち」
「ひゃくはちプレミアム・エディション」

RIKIプロジェクト 4,935円

ビスヌ篠山店
篠山市東吹505 2079・594・3628

平日11:00〜15:00、17:00〜22:00（金曜は23:00まで）
土曜、日曜、祝休日:11:00〜23:00

http://bishnusasayama.okoshi-yasu.net/

スピッツ「とげまる」
ユニバーサル J 3,000円

吉川尚宏「ガラパゴス化する日本」
講談社現代新書

旬のワードを分かりやすく解説
文章の書き方は論文の参考にも

特別研究学生
イ・ボラムさん（韓国） 学校教育学部

自然系コース2年

角
かど

谷
や

真
まこと

さん

学校教育学部
自然系コース2年

石
いし

原
はら

大
だい

地
ち

さん
大学院修士課程
障害科学コース1年

石
いし

井
い

弘
ひ

佐
さ

代
よ

さん

11 Kyoiku-Shigosen



兵庫教育大学と地域の交流ページ

うれしの
交差点市内各種団体

ureshino scramble

輝く加東  まちづくりコンソーシアム

昨
年
12
月
17
日
、
加
東

キ
ャ
ン
パ
ス
の
講
堂
で

「
輝
く
加
東 

ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の
設
立
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

加
東
市
が
市
制
5
周
年
を
機

に
立
ち
上
げ
た
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
は
、
市
と
兵
教
大
が
中

心
と
な
り
、
市
民
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
と
協
働
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
組
織
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
各
団
体
の

関
係
者
ら
約
3
0
0
人
が
参

加
。
荒
木
勉
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

会
長（
兵
教
大
名
誉
教
授
）の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
リ
レ

ー
ト
ー
ク
で
は
兵
教
大
の
学

生
や
留
学
生
、
高
校
生
、
N

P
O
ら
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
を
語
っ
た
。

　
「
地
方
の
小
さ
な
市
で
国
立

大
学
が
あ
る
の
は
珍
し
い
こ

と
で
す
。
大
学
の
あ
る
優
位

性
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
考
え
ま
し
た
」と
設
立
の

趣
旨
を
語
る
安
田
正
義
市
長
。

「
市
の
子
育
て
支
援
講
座
に
兵

教
大
の
先
生
に
協
力
を
い
た

だ
く
な
ど
、
個
々
の
お
付
き

合
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
大
学
全
体
と
結
び
付
い

て
教
育
や
産
業
振
興
、
健
康

づ
く
り
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
」と
続
け
る
。

　

加
東
市
の
要
請
に
加
治
佐

哲
也
学
長
も
二
つ
返
事
で
応

え
た
。「
本
学
は“
開
か
れ
た
大

学
”を
掲
げ
て
公
開
講
座
や
講

師
派
遣
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
設
立
は
地
域
貢
献
活
動

の
可
能
性
を
広
げ
、
本
学
が

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー（
地

域
拠
点
）と
し
て
の
機
能
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
し
た
」

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
市
と
兵

教
大
の
ほ
か
、
市
商
工
会
や
市

観
光
協
会
、
J
A
み
の
り
、
米

田
ふ
れ
あ
い
協
議
会
な
ど
14
団

体
で
構
成
さ
れ
る
。

　

今
後
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は

定
期
的
に
会
合
を
持
ち
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

対
し
て
、
各
団
体
か
ら
何
が

で
き
る
の
か
を
聞
き
だ
し
、
効

果
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。

さ
ら
に
、
小
学
校
区
ご
と
に

➡フォーラムでは児童生徒から加治佐学長への質問コーナーも。「な
んで学長になれたのですか」との屈託のない問いには学長もタジタジ

扌若者人口の維持、留学生との国際
交流などを例に挙げ、「兵教大が地域に
もたらす影響は大きい」と語る安田市長

➡モニュメントは、日本
の中心に位置する加
東市から発信する＂教
育の光＂が知恵・学問・
教育を司る女神を通
して世界に向けて放
たれる様を表している

扌コンソーシアムの設立を機に、加東市と兵教大は市内を通る東経135度子午線を＂教育子午
線＂と命名。村上裕介准教授（文化表現系教育コース<芸術系教育分野>）が制作した教育子午
線モニュメントを学園道路沿いの東野街角公園に設置し、フォーラムに先駆けて除幕式を行った

大
学
の
知
と
パ
ワ
ー
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

12Kyoiku-Shigosen



うれしの掲示板

「全国市町村教育長セミナー」を開催

学校教育学部同窓会30年記念祝賀会を開催

　昨年12月23日から25日ま
での3日間、大学主催としては
全国初となる「全国市町村教
育長セミナー」を神戸サテライ
トで開催した。地方分権化が
進む教育行政では各市町村
教育長の役割がより重要視さ
れていることから、セミナーは
教育長のリーダーシップを育
成するとともに、情報交換の
機会を提供することが目的。北は
北海道から南は鹿児島県まで全
国32市町村の教育長が参加した。
　初日は、北城恪太郎日本IBM
株式会社最高顧問が「経営のイ
ノベーションとリーダーシップ」、鈴
木寛前文部科学副大臣が「日本
の教育の課題と展望」をテーマに
講話。出席者は熱心に耳を傾け、
活発な質疑応答を繰り広げた。
　2日目は、兵教大教授陣が「国
民社会の変容と公教育経営の転
換課題」「学校組織マネジメントの

考え方と進め方」「学校と教育委
員会の連携に基づく生徒指導の
進め方」の3題について講義、演
習を行った。
　最終日は、前川喜平文部科学
省総括審議官（現官房長）と小川
正人放送大学教授を特別講師に
招き、兵教大教授と3人で「教育
委員会の抱える諸課題について
－教育財政、教職員人事等－」を
テーマに鼎談形式で講義・演習を
実施した。このセミナーは来年度
以降も開催する予定。

　学校教育学部が平成23（20 
11）年度に第30期の入学生を迎
えたことを記念し、1月7日、同窓会
がホテル北野プラザ六甲荘（神戸
市中央区）で祝賀会を開催。卒業
生や現役生、教員ら約120人が参
加した。卒業生による声楽や映像
を使っての大学紹介、同窓会活
動報告などに続いて、元女子サッ

カー選手で、なでしこジャパンの主
将を務めた池田浩美さんが「バトン
タッチでつないだ、なでしこ佐々木
ジャパンのキャプテンシー」と題し
て記念講演。懇親会は、大学教員
と学生による管弦楽演奏に始まり、
各期の代表者がスピーチした。会
場は大いに盛り上がり、参加者は
旧交を温めた。

加東市 兵教大

あ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か

ら
支
援
を
要
請
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
地
域
の
課
題

解
決
な
ど
に
対
し
、
構
成
団

体
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い

く
と
い
う
。

　
「
本
学
教
員
の
知
と
学
生

の
パ
ワ
ー
が
ま
ち
づ
く
り
に

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
、
私

も
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
学
が
他
団
体
の
協
力
を
得

て
、
新
た
な
学
び
を
つ
く
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
農
家
の
方
に
お
願
い

し
て
学
生
に
農
業
実
習
を
体

験
さ
せ
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
生
産
現
場
を
知
る
こ
と

は
食
育
を
進
め
る
上
で
大
い

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
」と
加

治
佐
学
長
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
後

に
開
い
た
交
流
会
の
盛
況
ぶ

り
に
、
地
域
の
兵
教
大
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
と
言
い
、「
学
食
や
附
属

図
書
館
、
教
材
文
化
資
料
館

な
ど
一
般
開
放
し
て
い
る
施

設
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
」と
力
を
込
め
る
。

　

地
元
、
加
東
市
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
、
兵
教
大

の
役
割
は
ま
す
ま
す
多
様
化

し
て
い
く
。

➡高校生や大学生、構成団体の関係者らがリレー形式で、
加東市への思いやコンソーシアムに対する期待を口にした➡来賓を代表してあいさつする鈴木前文部科学副大臣

扌最終日の鼎談形式の講義では受講者から多くの
質問の声が挙がった

扌卒業生（第1期〜第7期）と加治佐学長ら教員陣の記念撮影
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現場の課題にお答えします！
question & answer

campus topics

今春から小学校教員になります。
実習校では教室ごとに

机の並べ方が違っていました。
どのようなねらいがあって

並べ方を変えるのでしょうか。

森山潤教授が
日本産業技術教育学会の
学会論文賞を受賞

前芝武史准教授が
日展第3科（彫刻）で
特選を受賞

附属小・杉田紗彩さんが
国土交通省「河川愛護月間」

＂絵手紙＂で優良賞

　第43回（平成23年度）日展の第3科（彫刻）で、
前芝武史准教授（文化表現系教育コース<美術>
／小学校教員養成特別コース）が特選を受賞した。
受賞作「道標の男」は、堅実なデッサン力と荒 し々い
タッチのモデリングに裏打ちされた人間の複雑な感
情表現が高く評価され
た。前芝准教授はマッ
ス（塊）の構築を基礎と
した具象作品の制作
を主軸に、彫刻分野の
造形論研究や彫塑領
域の教育論研究に取
り組んでいる。

　国土交通省が 
募集した平成23
年度「河川愛護
月間」＂絵手紙＂
で、附属小学校
2年生の杉田紗
彩さんが優良賞

（水管理・国土保全局長賞）を受賞した。募集内
容は「川遊び〜川での思い出・川への思い〜」を
テーマに、1枚のはがきに絵を描き、文章を組み合
わせたもの。全国から寄せられた2,045点の中から
20作品が入賞。そのうち、小学生低学年の部（1～
3年）の入賞は杉田さんの作品を含めて4点だった。

　昨年8月、森山潤教
授（行動開発系教育
コース／授業実践リー
ダーコース）が日本産
業技術教育学会の学

会論文賞を受けた。この賞は同学会誌に掲載され
た論文のうち、特に優れた研究に与えられるもの。
森山教授の論文「技術科教育における生徒のつ
まずきに対する意識」は、生徒が技術科の授業で
つまずきを経験した後、克服に向けた主体的な問
題解決が生起する内的条件を検討した点、そのた
めの学習指導のポイントを考察した点が高く評価
された。

小
学
校
教
員
は
「
授
業
に
落

ち
着
い
て
集
中
さ
せ
た

い
」「
仲
間
の
考
え
を
よ
く
聞
き

合
う
よ
う
に
さ
せ
た
い
」「
よ
り

活
発
な
発
表
や
討
議
を
さ
せ
た

い
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
図
に

基
づ
い
て
机
の
並
べ
方
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
教
室

で
は
学
習
活
動
を
よ
り
円
滑
に
効

果
的
に
展
開
さ
せ
る
た
め
、
授
業

途
中
で
あ
っ
て
も
机
の
配
置
を
機

動
的
に
変
え
る
事
例
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

机
の
並
べ
方
に
は
主
に
次
の
三

つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
❶
正
面
の

黒
板
に
向
か
っ
て
2
人
ず
つ
並
ん

で
列
を
つ
く
る
…
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
並
べ
方
で
す
。
一
人
一
人
が

落
ち
着
い
て
教
員
の
発
言
を
し
っ

か
り
聞
く
、
教
員
と
の
応
答
関
係

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
❷
4
、
5

人
が
向
か
い
合
っ
て
島
を
つ
く
る

…
仲
間
と
共
に
考
え
る
こ
と
で
一

人
一
人
の
学
習
活
動
へ
の
参
加
意

欲
を
促
し
、
意
見
発
表
を
活
発
化

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❸
全
て
の
児
童
が
教
室
の
中
央
に

向
く
よ
う
コ
の
字
形
に
並
べ
る
…

互
い
の
顔
が
見
え
や
す
く
な
る
こ

と
で
発
表
を
聞
き
合
い
、
学
級
全

体
で
討
議
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

学
習
の
目
標
や
内
容
、
状
況
な

ど
に
応
じ
て
机
の
並
べ
方
を
変
え

る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
は

授
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
手
立
て

の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
い
か
に

知
的
な
興
味
、
関
心
を
高
め
て
問

題
意
識
を
深
め
さ
せ
る
か
、
い
か

に
児
童
の
主
体
的
に
学
習
活
動
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
構
え
を
育
て

学
習
規
律
を
共
有
さ
せ
る
か
と

い
っ
た
、
本
質
的
な
授
業
づ
く
り

の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、
机

の
並
べ
方
も
よ
り
効
果
的
に
生
か

さ
れ
る
の
で
す
。

授業実践リーダーコース教授

長
なが

澤
さわ

憲
のり

保
やす

キャンパストピックス
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学 長 室 か ら

加
か

治
じ

佐
さ

哲
てつ

也
や

学長

兵 庫 教 育 大 学 の
教 員 就 職 支 援
　学生の就職活動への支援は、多くの学生の最終教育機関である大学の最重要機能の一つです。とりわけ、

「優れた新人教員の養成」という明確なミッションを持つ本学にとっては、学生が教職へ就くことによってそのミッ

ションは果たされるといわなければなりません。

　本号の「データで見る兵教生」に示されているように、平成23（2011）年3月の学部卒業生は80％が教員と

保育士に就いており、国立教育大学・学部の中では1位です。このような高い教員・保育士就職率はこの数年間

維持されています。公務員や民間企業を含む就職希望者の全体就職率も96％と高く、大学院へ進学する者も増

えてきています。

　大学院については、23（2011）年3月の40名の教職大学院修了者（現職教員を除く）は博士課程進学者1

名以外の全員が教職に就きました。修士課程理数系教員養成特別プログラムの受講者はこれまで全員が理科

ないし数学の教員に正規採用されています。修士課程の臨床心理や学校心理のコースからは、スクールカウンセ

ラーなどの心理専門職に就く者も少なくありません。

　本学は教員養成大学であり、大多数の入学者が確固とした教職志望意思を持っていますので、学生自身が自

主ゼミをつくるなど、教員採用試験に向けて努力する雰囲気があります。本学の教職員は、当然のことではありま

すが、学生の就職へのアドバイスや指導の必要性・重要性をよく認識しており、ゼミやコース単位での教採対策

の取組も行っています。大学全体の支援組織として就職支援室を設置して、学科試験の傾向・対策や模擬面接、

合格者報告会などの多種の教採対策講座を計画的・継続的に実施し、校長経験のある指導員が学生の相談に

応じています。教職大学院研究・連携推進センターもほぼ同じ取組を行っていますし、総合教職キャリアセンター

設置準備室では教職の基礎や魅力に焦点を当てた講座やキャリア相談を実施しています。

　このような本学の厚く、きめ細かい支援体制、教職員の熱意と、学生の努力とがマッチして高い教員就職率が

生まれているといえるでしょう。課題を一つ述べてみましょう。本来的には、大学の正規のカリキュラムや授業が教

員就職への準備となるべきです。そのような要素を意識的に教育活動と学生指導に取り入れている教員やコース

も少なくありませんが、今後、本学が独自開発した教員養成スタンダードや中教審で審議中の教員養成の修士レ

ベル化を見据えながら、さらに正規カリキュラムと就職支援との結合・連動を進めていく必要があります。

　来年度からは、総合教職キャリアセンター（仮称）のもとに大学全体の就職支援体制を一元化し、支援活動を

より効率的・効果的に推進することにしています。
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兵庫教育大学
からの
お知らせ

information

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

大学院学校教育研究科‌
説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門
職学位課程）の教育課程や専攻・コースの
概要などについて説明します。個別相談や
修了生・在学生の体験談の時間も設けます。
◦開催日※いずれも13:30から
加東キャンパス
	 5月12日㊏、10月6日㊏
神戸国際会館（神戸市中央区）
	 6月2日㊏、23日㊏、7月7日㊏、9月29

日㊏
神戸市総合教育センター（神戸市中央区）	

9月8日㊏
神戸サテライト（神戸市中央区）
	 平成25年1月27日㊐、2月3日㊐
梅田センタービル（大阪市北区）
	 6月9日㊏
梅田スカイビル（大阪市北区）
	 平成25年1月12日㊏
メルパルク京都（京都市下京区）
	 9月22日㊏㊗
AP品川京急第2ビル（東京都港区）
	 5月19日㊏、9月15日㊏
福岡朝日ビル（福岡市博多区）
	 9月22日㊏㊗

入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 office-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門
職学位課程）への入学希望者を対象に電
話、ファクス、メールで相談を受け付けます。
◦開設期間　�5月11日～7月9日 

9月7日～10月1日 
平成25年1月7日～2月4日 
※いずれも平日のみ

企画課
 0795・44・2359　  0795・44・2009
 office-kyosyoku@hyogo-u.ac.jp

�教職大学院「体験授業及び
修了生による研究発表会」
（仮称）

教育実践高度化専攻（教職大学院）の体
験授業と修了生による研究発表会を開催し
ます。参加無料。

◦日時　6月16日㊏10:30～（開場10: 
00）
◦場所　神戸国際会館（神戸市中央区）

教育支援課
 0795・44・2356　  0795・44・2039
 aca-kokai@hyogo-u.ac.jp

兵庫教育大学美術展
学部生や大学院生、附属幼稚園・小学校・
中学校の園児・児童・生徒らによる合同作
品展。卒業制作も展示。入場無料。最終日
にはギャラリートークも。
◦日時　2月29日㊌～3月4日㊐10:00～
18:00（最終日は15:00まで）
◦場所　兵庫県立美術館原田の森ギャラ
リー（神戸市灘区）

芸術系コース美術分野（初田）
  0795・44・2252
 hatsuda@hyogo-u.ac.jp

吹奏楽部‌
第28回定期演奏会
吹奏楽部が練習の成果を披露します。ゲス
トにサックス奏者の長瀬敏和さん（大阪市
音楽団コンサートマスター）を迎え、クラシック
からポップスまで幅広い楽曲を演奏します。
◦日時　3月11日㊐18:00～
◦場所　加古川市民会館大ホール
◦入場料　800円、中高生600円※小学
生以下無料

学生支援課
 0795・44・2050　  0795・44・2049

公開講座の受講生募集
ピアノを弾こう！
◦日時　6月2日㊏、16日㊏、30日㊏、7月
14日㊏、21日㊏（全5回）13:00～16:00
◦場所　加東キャンパス
◦対象　一般（18歳以上）※音大生と音
大卒業者を除く
◦講師　木下千代教授（文化表現系教育
コース〈音楽〉）
◦定員　12人
◦受講料　7,500円
◦募集期間　4月2日～5月16日

日本の名曲を歌いませんか?
◦日時　6月9日～7月7日の土曜（全5回）
13:00～16:00

◦場所　加東キャンパス
◦対象　一般（18歳以上）
◦講師　保坂博光教授（文化表現系教育
コース〈音楽〉）
◦定員　20人（申し込みが5人以下の場
合は開講しません）
◦受講料　7,500円
◦募集期間　4月2日～5月23日

地方分権時代における
市町村・学校の役割
◦日時　6月30日㊏13:30～15:30
◦場所　神戸サテライト（神戸市中央区）
◦対象　教育委員会関係者、校長、教頭、
主任教員など
◦講師　日渡円教授（学校経営コース）
◦定員　30人
◦受講料　無料
◦募集期間　4月2日～6月18日

水あそび教室
◦日時　7月下旬（1回）14:00～16:00
◦場所　加東キャンパス
◦対象　小学5、6年生（25メートル以上泳
げる児童）
◦講師　小田俊明准教授（行動開発系教
育コース）ほか
◦定員　30人（申し込みが10人以下の場
合は開講しません）
◦受講料　無料
◦募集期間　4月2日～開講日の2週間前

絵画制作
◦日時　9月15日㊏、16日㊐、22日㊏、23
日㊐（全4回）13:00～18:00
◦場所　加東キャンパス
◦対象　一般
◦講師　初田隆教授（小学校教員養成特
別コース）ほか
◦定員　20人
◦受講料　8,500円
◦募集期間　4月2日～8月29日

地域交流推進センター
 0795・44・2053　  0795・44・2320

この印刷物は再生紙を使用しています。

入試情報は
携帯でもチェック
　　　できます。

( ( (

自然とは何か、環境とは何か、生き
るとは、絆とは、豊かな社会とは何
か。平成23（2011）年はこれらの

「問い」をあらためて私たちに突
きつけました。忘れることなく、考え
続けるべき課題です。さて、今号の

「教育最前線」では3年前から実
施している「小学校英語GP」を取
り上げました。子どもたちが授業と
して初めて触れる英語。初めが肝
心！教員の「授業実践力」が問わ
れます。プログラムの継続と一層
の充実を期待します。《大学の知
とパワーをまちづくりに生かす》（う
れしの交差点）、《兵教大の教員
就職支援》（学長室から）。これら
のコーナーもぜひお読みください。
兵教大パワーの一端を感じていた
だけるのではないでしょうか。おか
げさまで今年度の最終号の編集
を無事に終えることができました。
ご協力、ご支援いただいた皆様に
心から御礼申し上げます。（あ）
※バックナンバーは兵庫教育大
学ホームページでご覧ください。

編 集 後 記

「教育子午線」では、読者の皆さ
まの声を生かした誌面づくりをめ
ざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想
を寄せていただいた方には、オリ
ジナル・シャープペンシルを進呈
します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県
加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社
会連携事務室
30795･44･2334
50795･44･2009

 office-renkei-r
@hyogo-u.ac.jp

◎�あ な た の 声 を 
聞かせてください
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